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⑩
長
寿
を
祝
い

金
婚
祝
賀
会
、

敬
老
会
八
多
喜
地
区

九
月
十
五
日
敬
老
の
日
仁
、
八
多
喜

公
民
館
で
、
八
多
喜
地
区
の
お
年
寄
り

百
七
十
人
が
出
席
し
て
敬
老
会
と
金
婚

祝
賀
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

敬
老
会
は
、
八
多
喜
地
区
婦
人
会
、
が

中
心
と
な
り
毎
年
行
っ
て
い
ま
し
た
が
¥

今
年
か
ら
は
五
十
年
に
わ
た
っ
て
地
区

の
た
め
に
尽
さ
れ
た
ご
夫
婦
を
招
待
し

て
、
金
婚
祝
賀
会
を
同
時
に
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
第
一
面

白
と
い
う
こ
と
も
あ
り
十
四
組
の
夫
婦

が
招
か
れ
ま
し
た
。

今
年
米
寿
を
迎
え
る
三
人
と
十
四
組

の
夫
婦
に
記
念
品
な
ど
が
送
ら
れ
¥
出

席
し
た
百
七
十
人
の
お
年
寄
り
の
笑
声

と
楽
し
そ
う
な
会
話
が
続
い
て
い
ま
し

た。
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9丹定例市議会!

九
月
定
例
市
議
会
が
、
九
月
二
十
一
日
か
ら
十
月
一

日
ま
で
の
十
一
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
補
正
予
算
案

二
件
、
条
例
関
係
六
件
、
人
事
案
件
二
件
、
そ
の
他
四

件
の
計
十
四
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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開
会
に
あ
た
り
近
田
市
長
は
、
提
案

理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

砂
提
案
理
由
の
説
明
を
す
る
近
田
市
長

提
案
理
由
の
要
旨

さ
る
九
月
一
日
市
制
施
行
三
十
周
年

の
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
洲
市
も
三
十
年
と

い
う
歴
史
を
持
つ
に
至
り
ま
し
た
が
、

い
よ
い
よ
そ
の
主
体
性
を
確
立
し
つ
つ

真
に
活
力
と
魅
力
あ
る
地
方
中
核
都
市

形
成
に
向
っ
て
、
着
実
に
力
強
く
前
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。常
に
新
し
く
広
い
視
野
に
立
っ
て
物

事
を
発
想
し
、
情
熱
を
も
っ
て
四
万
市

民
の
み
な
さ
ん
の
限
り
な
い
幸
せ
の
た

め
、
連
帯
と
参
加
の
行
政
を
基
本
理
念

と
し
、
津
身
の
努
力
を
傾
注
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
る
三
月
議
会
で
、
総
体
的
な
施
政

方
針
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
幸
い
に

い
た
し
ま
し
て
本
年
度
計
画
し
て
わ
り

ま
し
た
事
業
は
、
着
々
そ
の
実
現
を
み

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
補
正
予
算
に
つ

き
ま
し
で
も
、
財
源
の
見
通
し
を
得
ま

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
、
福
祉
の
充

実
、
生
活
環
境
の
整
備
、
産
業
の
振
興

な
ど
の
事
業
費
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

特
に
今
回
補
正
予
算
の
う
ち
、
建
設

事
業
費
は
補
正
予
算
額
の
九
十
六
・
三

%
と
な
り
、
事
業
の
一
層
の
促
進
を
図

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額
は

i

一
般
会
計
九
億
七
千
六
十
四
万
円

企
業
会
計
千
二
百
七
十
五
万
円

計
九
億
八
千
三
百
三
十
九
万
円

今
年
度
の
予
算
累
計
は
百
五
十
一
億

九
千
九
百
七
十
六
万
円
と
な
り
、
昨
年

同
期
に
比
べ
九
億
六
千
九
百
六
万
円

(
六
・
八
%
)
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

般

会

計

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
累
計

は
九
十
九
億
七
千
五
十
七
万
円
と
な
り
、

昨
年
同
期
に
比
べ
九
億
五
千
六
百
三
十

四
万
円
(
十
・
六
%
)
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。
総
務
費
で
は
、
集
会
所
建
設
事
業
費
に

二
千
六
百
六
十
八
万
円
。
市
民
会
館
屋

根
改
修
に
二
千
百
万
円
。

民
生
費
で
は
、
大
洲
喜
多
特
別
養
護
老

人
ホ
I
ム
事
務
組
合
負
担
金
に
千
三
百

五
十
万
円
。
地
域
改
善
対
策
事
業
に
一

億
八
千
三
百
七
十
五
万
円
。
事
業
は
、

道
路
改
良
、
集
会
所
整
備
な
ど
で
す
。

大
型
共
同
作
業
場
移
転
事
業
費
と
し
て

七
千
六
百
八
十
万
円
。
大
洲
学
園
移
転

改
築
事
業
と
し
で
四
億
四
千
九
百
七
十

万
円
。
こ
れ
は
、
大
洲
学
園
の
老
朽
化

に
よ
り
、
市
木
の
清
和
園
横
に
移
転
す

る
も
の
で
す
。

衛
生
費
で
は
、
八
多
喜
火
葬
場
補
修
事

業
に
百
万
円
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
米
消
費
拡
大
総

合
対
策
事
業
補
助
金
に
百
五
十
四
万
円
。

西
大
洲
農
道
整
備
事
業
に
七
千
三
十
七

万
円
。
間
伐
促
進
総
合
対
策
事
業
じ
三

百
八
十
四
万
円
。

商
工
費
で
は
、
有
線
放
送
配
線
移
設
事

業
に
百
二
十
万
円
。
日
曜
市
補
助
金
と

し
て
五
十
万
円
。

土
木
費
で
は
、
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事

業
に
八
百
二
十
五
万
円
。
辺
地
対
策
事

業
に
千
五
百
万
円
。
事
業
は
七
曲
線
道

路
改
良
で
す
。
地
域
振
興
整
備
事
業
に

千
万
円
。
地
域
環
境
整
備
事
業
に
千
万

円。教
育
費
で
は
、
北
中
学
校
体
育
館
屋
根

塗
装
事
業
に
百
四
十
万
円
。
新
谷
公
民

館
別
館
改
修
事
業
に
二
百
万
円
。

企

業

会

計

大
洲
病
院
事
業
会
計

人
工
透
析
液
供
給
装
置
、
患
者
監
視

装
置
な
ど
に
千
二
百
六
十
万
円
を
補
正

す
る
も
の
で
す
。

会じ
河0;;;

例

関

係

大
洲
市
駐
車
場
条
例

市
庁
舎
駐
車
場
が
完
成
し
た
こ
と
に

よ
り
、
管
理
な
ど
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
を
定
ゆ
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支
給
条

例
の
一
部
改
正

生
活
相
談
員
の
報
酬
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

大
洲
市
公
の
施
設
の
設
置
及
、
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

公
営
住
宅
平
坂
団
地
の
行
政
区
再
編

に
よ
る
名
称
の
変
更
な
ど
で
す
。

大
洲
市
民
会
館
条
例
の
一
部
改
正

市
民
会
館
駐
車
場
を
広
く
市
民
の
み

な
さ
ん
の
利
用
に
供
す
る
た
め
に
改
正

す
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
退
職
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
、

。〆』



大
洲

竹豆

田ミ
長

伝

十
月
一
日
議
長
改
選
に
あ
た
り
図
ら

ず
も
議
長
の
要
職
に
つ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

A
7
更

な
が
ら
責
務
の
重
大
さ
を
自
覚
す
る
と

と
も
に
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

-
最
善
を
尽
し
、
職
務
の
遂
行
に
あ
た
る

よ
う
心
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り
未
熟
な
私
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待

就
任
の
ご
あ

大
洲
市
議
会
副
議
長

木

元

秋

輝

広報おおず

に
そ
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
ど
う
か
懸

念
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
幸
い
に
し

て
先
輩
各
位
が
築
か
れ
た
『
円
満
な
議

会
運
営
』
を
基
調
と
し
、
こ
れ
を
堅
持

し
、
永
く
継
承
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

私
は
、
昭
和
四
十
九
年
を
最
初
に
市

議
会
に
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
以
来
、

地
域
に
根
づ
い
た
市
民
優
先
施
策
の
推

進
に
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

ご
案
内
の
と
お
り
本
年
も
引
き
続
き

地
方
行
財
政
を
取
り
ま
く
厳
し
い
諸
情

勢
の
中
で
、
社
会
、
経
済
の
成
熟
化
が

進
む
に
つ
れ
、
住
民
の
行
政
に
対
す
る

一一
l
ズ
は
、
質
的
向
上
を
め
ざ
し
、
ま

す
ま
す
多
様
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
高
齢
化
社
会
の
対
応
と
い
う

大
き
な
課
題
を
か
か
え
て
、
国
に
お
い

て
も
、
本
年
は
行
政
改
革
の
本
番
を
迎

え
る
た
め
、
地
方
へ
の
影
響
は
極
め
て

大
き
い
も
の
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

い
ミ
」

ず〉

こ
の
た
び
皆
様
の
ご
推
挙
を
得
ま
し

て
、
副
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
こ
と
に
身
に
あ
ま
る
光
栄
と
存
じ

て
お
り
ま
す
と
同
時
に
そ
の
任
務
の
重

大
さ
を
痛
壁
9
る
も
の
で
み
り
ま
す
が
、

幸
い
人
格
識
見
と
も
に
卓
越
さ
れ
た
竹

田
議
長
の
も
と
で
議
会
が
公
正
に
、
し

か
も
円
満
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
ご
ろ
市
勢

本
市
に
お
き
ま
し
で
も
、
こ
と
し
は
、
制
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

市
制
施
行
三
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
伴
大
洲
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
建
設
委
員

き
年
に
あ
た
り
、
市
民
得
望
の
市
庁
舎
川
町
会
条
例
の
廃
止

も
完
成
し
、
三
十
才
と
い
う
一
つ
の
節
桝
大
洲
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
の
完
成

目
を
迎
え
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
特
に
よ
り
、
こ
の
条
例
を
廃
止
す
る
も
の

民
生
活
関
連
諸
施
策
も
順
調
に
推
進
さ
州
で
す
。

れ
今
日
の
成
果
を
見
て
お
り
ま
す
が
、
か

¥
1
i
1
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こ

れ

を

契

機

に

広

域

的

な

市

町

村

圏

の

哨

一

人

事

案

件

一

振
興
、
地
域
経
済
活
性
化
、
地
方
文
化

H
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i
l
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-
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i
l
i
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の
振
興
な
ど
の
諸
施
策
に
本
市
の
も
つ
伴
市
議
会
正
・
副
議
長
の
選
挙

特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
ゃ
つ
く
り
が
強
く

4

住
田
千
鶴
亀
議
長
、
尾
崎
寿
喜
男
副

望
ま
れ
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。
い
町
議
長
の
辞
職
に
と
も
な
い
、
正
・
副
議

私
ど
も
議
決
機
関
と
し
で
の
責
務
を
特
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
正
副
議
長
に
次

自
覚
し
、
「
水
と
緑
の
豊
か
な
文
化
都
市
唱
の
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、
最
善
の
努
力
村
議
長
竹
田
伝
(
柳
沢
・
臼
歳
)

を
傾
注
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
件
副
議
長
木
元
秋
輝
(
市
木
・
臼
歳
)

う
か
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
同
監
査
委
員
の
選
任

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
桝
谷
岡
重
夫
委
員
の
辞
任
に
と
も
な
い

で
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
持
後
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同

す

。

山

意

を

求

め

る

も

の

で

す

。時
新
し
い
委
員
は
次
の
人
で
す
0

4

・
亀
岡
利
彦
(
喜
多
山
・
臼
歳
)

村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

伸
展
の
た
め
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
感
謝
申
し
あ
げ
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
は
皆
様
方
の
ご
意

向
を
的
確
に
と
ら
え
市
政
に
反
映
さ
せ

て
「
水
と
緑
の
豊
か
な
文
化
都
市
守
つ
く

り
」
の
実
現
の
た
め
全
力
を
傾
注
し
、

こ
の
職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
何
卒
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援

ご
鞭
撞
(
べ
ん
た
つ
)
を
賜
り
ま
す
よ

う
ム
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
・
増
築
家
屋

の
調
査税

務
課
よ
り

今
年
新
築
ま
た
は
増
改
築
さ
れ
た

家
屋
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
評
価
の

た
め
実
地
調
査
(
本
調
査
)
を
行
っ

て
い
ま
す
。

大
槻
幹
雄
委
員
、
神
山
諦
仁
委
員
が

任
期
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
後
任
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求
め

る
も
の
で
す
。

新
し
い
委
員
は
次
の
人
で
す
。

-
大
槻
幹
雄
(
中
村

-
U
歳
)
・
再
任

・
楠
崎
正
男
(
八
多
喜
町
・
日
歳
)

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

-
二
宮
義
邦
(
菅
田
・
臼
歳
)

市
議
会
各
委
員
会
委
員
の
改
選

(
O委

員
長
、
。
副
委
員
長
)

総
務
商
工
委
員
会

O
稲
葉
一
番

υ谷
岡

重
夫
石
村
朝
雄
大
森
隆
雄
大
野

新
策
木
元
秋
輝
往
田
千
鶴
亀

小
泉
紘
文

建
設
農
林
委
員
会

O
上
田
安
範

O
竹

田
豊
記
西
田
善
生
宇
都
宮
敏
伯

久
保
幸
一
橋
本
猶
範
柳
田
頼
幸

米
沢
忠
重

厚
生
文
教
委
員
会

O
金
野
福
夫

O
押

田
貞
義
二
宮
義
邦
黒
田
一
郎
尾

崎
寿
喜
男
竹
田
伝
亀
岡
利
彦

内ベ

υ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間
昭
和
田
年
叩
月
中
旬
か

ら
昭
和
印
年
1
月
中
旬

ま
で

対
象
家
屋
昭
和
日
年
1
月
2
日
以

降
異
動
の
あ
っ
た
家
屋

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
固
定
資
産

税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
4
5



広報おおず

大
洲
市
職
員
の
給
与
等
の
公
表

大
洲
市
職
員
の
給
与
等
を
次
の
よ
う
に
公
表
し
ま
す
。

人件費の状況(普通会計決算)

l 住民基本台帳|歳 出 額
人口 (59.3.31)1 A 

社同人1102億2，間万円

① 

費件

B
人質収支実

2H意8，717万円3億6，907万円

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

職員給与費の状況(普通会計予算)② 

l人当たり給与費
B/A 

与 費

当i期末・勤勉手当 1副語一員 B 言十子手合

364万円14{，意8，238万円4億280万円H意1，857万円9{，意6，101万円

(注) 1.職員手当には、退職手当を含みません。

2.給与費は 9月補正後の予算に計上された額です。

職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況 (59年 4月 1日現在)

一般行政 職 技 古E 労 務 職
区分

平均給料月額平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

大洲市 206.062円 234，716 f'J 38.10歳 154，072円 162，774円 39.6歳

国 213，340 40.1 193.150 48.5 

③ 

職員の初任給の状況 (59年 4月1日現在)

区
大 洲 市 国

分
初任給 系採合用 2年平斗経過害日買 初{壬絵 採幸合用 2年和十経過害日亘

一般行政職
大学卒 104，000円 114，900円 104，000円 114，900円

品校卒 87，700 93，400 87，700 93，400 

税務職
大学卒 104，000 114，000 117，900 130，000 

高校卒 87，700 93，400 94，300 101，800 

④ 

(i主)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。

職員の経験年数別・学歴男IJ平均給料月額の状況

区 分 経験年数 19年 経験年数 15年 経験年数 11年

一般行政職
大学卒 一一一一円 212，600円 183，200円

高校卒 203，767 182，186 138，380 

高校卒 180.400 
技能労務職

中学卒 140，467 133，467 104，000 

⑤ 

(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数です。

一般行政職の等級別職員数の状況

6等級
主事補技師補7人，2.3%

持1等組
部長4人，1.3%

⑥ 

54年4月1日現在59年4月1日現在 日年4月1日現在

(注) 1 市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数です。

2.職務の名称は、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

4 



⑦ 昇給期間短縮の状況

区 分 lE3 〉、 計
内

一般行政職 技能労務職

職 貝 数 (A) 

58年度
普通昇給期間 (12~24員月数)を
短縮して昇給した職 (B) 

上ヒ 率 (B)/(A) 

職 貝 数 (A) 

57年度 普通昇給期間(し12~24員月数)を
矢豆手宿して昇車合 た耳哉 (B) 

比 ←若寸一手手 (B)/(A) 

③職員手当の状況

区分 大 洲 市 国

58年度支給割合 58年度支給割合

期勤 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉子当

末勉 6月期 1.4月分 0.5月分 6月期 1.4月分 0.5月分

子手 12月期 1.9月分 0.6月分 12月期 1.9月分 0.6月分

当当 3月期 0.5月分 一月分 3月期 0.5月分 一ー月分

計 3.8月分 1.1月分 3.8月分 1.1月分

(支給率) 自己都合勧奨・定年 (支給率) 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 21.0 月分 28.875月分 勤続 20年 21.0月分 28.875月分

退 59
勤続 25年 28.375月分 44.55月分 勤続 25年 28.375月分 44.55月分

年 勤続 35年 48.125月分 63.525月分 勤続 35年 48.125月分 63.525月分

職 4 最高限度額 60.0 月分 63.525月分 最高限度額 60.0月分 63.525月分
月
その他の加算措置 制度なし その他の加算措置 制度なしl 

子日 退職時 退職時原則 1号俸
現 特別昇給 勧奨退職2号給 特別昇給特別勧奨退職2号俸
当在

自己都合 勧 奨

l人当たり 378万円 1，785万円
平均支給額

(注)退職手当の l人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係
る職員の平均額です。

区分 内 ぱ'pマP 

配偶者12，300円、扶養親族2入日まで3，800円、その

扶養手当 f也 1.00oPJ、配偶者のない職員の扶養親族1人
8，300円

借家居住者 家賃と9，000円との主主額が7，500円に

住居子当
達するまではその差額
(支給限度額14，300円)

持家居住者 1，000円(耳Z得後5年以内 2，50QflJ)

通勤距離片道 2km以上

通勤手当 交通機関利用 運賃相当額
交通用具利用 運賃相当額の65%

⑨ 特別職の報酬等の状況 (59年4月l日現在)

区 分 給 料 月 言買 等

*，屯どコ〉
市 長 657，000円

:t'{ 
B力 f生 517，000円

収入役 449，000円

報
t義 長 288，000F弓

副議長 244，000円
直H
i主主 員 222，000円

市 長 (58年度支月給割合)
6 )=j 1.4月分

英司 助 役 12月 1.9月分

末 収入役
3月 0.5月分
言十 3.8月分

手 ~f主 長 (58年度支給劃合)

当 副議長
6月 1.4月ラテ
12月 1.9月ラ長

;義 員
3月 0.5月分
言十 3.8月う子

5一

531人 303人 67人

24人 19ノ人 1人

4.5% 6.3% 1.5% 

533人 304人 69人

24人 19人 。人

4.5% 6.3% 。%

区 分 全 職 種

職員全体に占める手当支
42.0% 給職員の割合

支給対象職員 1人当たり
299，347円

平均支給年額
特殊勤務

子当の種類(子宝数) 24 
子 当

(58年度)
研究手当(医療)、精薄児施

務職手当、社会
代表的な

手当の

名 称 、現場監督手当
事くの職員に 税務職F当、精薄児施設勤

支有給子当中されてい 務子当、老人ホ←ム勤務予

当

国の制度と
国の制度と異なる内容

の異同

同

同

交通用具利4jについて、 l玉|の定書君、方式に
異 対し定率方式を採用

支給総額 3，676万円

58年度
職員 1人当たり

時間外 支給年額
印、000円

勤務手当 支給総額 3，791万円

し 57年度
職員 1人年当たり
支給 額

71 ，000円



広報おおず

市
庁
舎
駐
車
場
完
成

叩
月
刊
M

白
か
ら
駐
車
で
き
ま
す
。

一覇

市
役
所
に
来
ら
れ
る
み
な
さ
ん
に
、

駐
車
場
不
足
で
ご
不
便
を
か
け
て
い
ま

し
た
が
、
旧
公
会
堂
跡
に
二
百
七
十
八

台
収
容
で
き
る
自
走
式
立
体
駐
車
場
が

完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年
四
月
に
完
成
し
た
市

庁
舎
に
あ
わ
せ
て
、
総
工
費
二
億
三
千

八
百
万
円
を
か
け
工
事
を
進
め
て
い
た

も
の
で
、
建
物
は
、
鉄
骨
造
り
三
階
四

層
建
て
で
、
延
床
面
積
五
千
五
十
六
平

方
日
で
す
。

こ
の
駐
車
場
の
完
成
に
よ
り
、
来
庁

さ
れ
る
み
な
さ
ん
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ま
と
ま
っ
た
駐
車
場
の
な
か

っ
た
周
辺
地
区
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

分
ま
す
こ
と
に
五
十
円
。

た
だ
し
、
来
庁
者
は
一
一
凶
-
時
間
ま

で
無
料
で
す
。

※
定
期
駐
車
昼
間
(
午
前
七
時
半

1

午
後
八
時
)
一
月
一
台
に
つ
き
五
千

口
J

O

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
財
政

課
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
2
7

駐
車
料
金
な
ど
は
次
の
と
む
り
で
す
。

駐
車
で
き
る
車
種

普
通
自
動
車
、
小
型
自
動
車
及
び
軽

自
動
車

駐
車
時
間

午
前
七
時
半
1
午
後
八
時

料

金一
回
一
時
間
ま
で
百
円
、
以
後
二
一
十

八
必

/ら，

所市役

一
一
市
民
金
館
駐
車
場
が
者
耕
一
広
三
…

市
民
会
館
駐
車
場
は
い
ま
ま
で
管
理

人
な
ど
を
h

叩
い
て
お
ら
ず
、
市
民
会
館

利
用
者
な
ど
に
ご
不
便
を
か
け
て
い
ま

し
た
。十
月
十
五
日
よ
り
、
市
庁
舎
駐
車
場

の
使
用
開
始
に
あ
わ
せ
て
、
有
料
駐
車

場
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
広
く

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
料
ふ
い
ー
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

駐
車
料
金

O
普
通
自
動
車
・
軽
自
動
車

一
時
間
百
円

三
十
分
ま
す
ご
と
に
五
十
円

。
パ
ス
な
ど

一
時
間
三
百
円

三
十
分
ま
す
ご
と
に
百
五
十
円

駐
車
時
間

午
前
八
時
1
午
後
十
時

税
を
知
る
週
間

日
月
刊
日
f
J
H
月
げ
日

「
甲
}
の
社
会
あ
な
た
の
税
が

国
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で
安

定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
金
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
大

切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

税
金
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い

て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
か
か
わ
り

あ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
身
近

な
税
金
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
ゃ

使
い
道
な
ど
を
国
民
の
み
な
さ
ん
に

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

と
で
正
し
い
申
告
と
納
税
を
し
て
い

生
き
て
い
る
」

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
十
一
月
十
一
日
か
ら
十

七
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
し
と

し
て
、
税
や
財
政
の
現
状
・
税
知
識

の
普
及
・
税
務
相
談
の
紹
介
な
ど
に

重
点
を
お
い
た
行
事
を
全
国
的
に
行

い
ま
す
。

大
洲
税
務
署
で
も
、
期
間
中
い
ろ

い
ろ
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
大
洲
税
務
署
ま
で
わ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
3
1
1
5
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広報おおず

m月
泊
臼

3
日
月
4
日

V
菊
花
展

(
9
時

1
打
時
、
市
民
会

館
前
)

日
月
1
日

3
6日

V
植
木
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
日
時

1
口

時
、
緑
地
公
園
)

日
月
2
日

3
4
日

V
市
民
文
化
展

(
9
時

1
口
時
、
中

央
冶
民
館
)

刊
淘
3
日-v
小
学
校
鼓
笛
隊
、
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド

(
9
時
半

1
日
時
半
、
~
市
内
)

V
お
ま
つ
り
村
(
日
時
l
m時
、
緑
地

λ 

公
園
)

V
臥
龍
太
鼓
(
日
時
l
m
時
半
、
お
ま

つ
り
村
ス
テ
ー
ジ
)

V
郷
土
芸
能
ま
つ
り
(
日
時
半

1
日
時
、

同
ス
テ
ー
ジ
)

V

の
ど
自
慢
カ
ラ
オ
ケ
大
会
(
日
時
1

日
時
半
、
同
ス
テ
ー
ジ
)

V
も
ち
ま
き
(
日
時
半

i
m時
、
同
ス

テ
ー
ジ
)

V
郷
土
物
産
フ
ェ
ア
!
(
お
ま
つ
り
村
)

V
こ
ど
も
み
こ
し
(
孔
時

1
日
時
、
市

内
)

V
若
衆
ね
り
こ
み
羅
漢
ば
や
し
(
ロ
時

i
m時
、
市
内
)

V
八
幡
神
社
お
ね
り
(
日
時
半

i
M時、

市
内
)

日
月
4
日

V
仮
装
カ
ー
ニ
バ
ル
(
日
時

i
M
時、

市
内
)

V
市
民
音
楽
祭
(
日
時

1
口
時
、
市
民

会
館
)

V
市
民
芸
能
祭
(
四
時

1
幻
時
、
市
民

会
館
)

V
南
予
棋
王
戦
将
棋
大
会
(
日
時

1
日

時
、
肱
北
公
民
館
)

一
証
コ
7

D

b

2

3

3

3

1

2

}

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
口
的
で
使

一

室

重

者

重

巴

慨

を

用

さ

れ

て

い

ま

す

。

O
食
品
の
昧
を
良
く
す
る
。

市

消

費

生

活

モ

ニ

タ

ー

よ

り

:

。
食
品
の
栄
養
を
強
化
す
る
。

O
食
品
に
色
や
香
り
を
つ
け
る
。

一
市
民
生
活
の
安
定
、
向
上
の
た

E
O食
品
を
製
造
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
o

中
色
々
な
ヰ
思
一
見
を
一
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

O
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
。

一
る
消
費
生
活
モ
三
タ
ー
か
ら
投
稿
が
O
食
品
の
変
質
を
防
ぎ
、
長
持
ち
さ
せ

一
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
る
。

一

ま

た

、

食

品

添

加

物

の

種

類

は

、

昭

和

一

一

一

…
私
た
ち
は
、
九
月
一
日
か
ら
九
月
七
十
五
午
前
後
か
ら
急
速
に
増
え
、

A
7
で

一
日
ま
で
肱
北
公
民
館
で
市
民
生
活
出
は
二
一
百
四
十
七
種
類
が
使
用
許
可
を
受

一
を
聞
き
ま
し
た
。
食
品
に
含
ま
れ
る
添
け
て
い
ま
す
。

一
加
物
な
ど
を
パ
ネ
ル
や
表
で
表
示
し
森
、
水
ヒ
素
ミ
ル
ク
事
件
、
カ
ネ
ミ
油

一
ま
し
た
。
こ
の
展
示
の
た
め
学
習
し
症
事
件
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
、

一
た
こ
と
を
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
食
品
の
安
全
性
を
軽
視
し
た
た
め
に
起

一
添
加
物
と
は
、
食
品
を
作
る
た
め
き
た
事
故
で
す
。
ま
た
、
今
ま
で
安
全

一
に
加
工
や
保
存
の
目
的
で
食
品
に
添
と
さ
れ
、
使
用
許
可
さ
れ
た
添
加
物
か

一
加
、
混
和
、
浸
潤
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
ら
、
有
宝
盈
が
発
見
さ
れ
使
用
禁
止
と

一
て
使
用
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。
な
っ
た
事
例
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
私

大
洲
青
年
の
家

場
所
行
事
。
十
七
日
(
土
)

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

臥
龍
太
鼓
と
フ
ラ
メ
ン
コ

展
示
会

。
十
八
日
(
日
一

ち
び
っ
子
広
場
・
映
画
・
軽
食
コ
ー

ナ
ー
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
講
談

施
設
を
白
由
に
(
テ
ニ
ス
な
ど
)

単
一
一
部
会
な
ど

詳
し
く
は
、
次
に
む
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
大
洲
青
年
の
家
宮
⑪
5
1
7
5

国
立
大
洲
青
年
の
家

叩
周
年

感
謝
の
つ
ど
い

昭
和
四
ト
九
年
十
-
月
に
問
所
し
て
、

今
年
で
十
年
目
を
迎
え
ま
す
ε

こ
れ
を

記
念
し
て
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。
日

由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
む
い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま

」

9期
口

十
一
月
卜
七
日
十
二
一
時

1

十
一
月
十
八
日
九
時
1

差
別
を
な
く
す
る

強
調
月
間

日
月
日
日

5
ロ
月
叩
日

愛
媛
県
で
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が

白
発
的
な
活
動
を
と
お
し
て
差
別
の
な

い
ふ
る
さ
と
愛
媛
を
つ
く
る
た
め
、
十

一
月
十

-ui十
一
一
月
十
日
を
「
差
別

を
な
く
す
る
強
調
月
間
し
と
さ
だ
め
ま

し
た
。
す
べ
て
の
県
民
が
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
て
、
差
別
の
な
い
ふ
る
さ

と
愛
媛
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
、
な
に
よ
り

も
食
品
は
安
全
で
な
く
て
は
い
け
ま
せ

し。
ノノ

食
べ
物
や
添
加
物
に
注
意
を
払
っ
て

育
て
ら
れ
た
子
供
と
加
工
食
品
に
頼
っ

て
育
て
ら
れ
た
子
供
と
で
は
、
将
来
心

と
体
の
健
康
に
大
き
な
茅
一
が
で
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
に

ふ
り
ま
わ
さ
れ
た
食
生
活
か
ら
、
ム
叩
を

ん
寸
る
消
費
者
の
立
場
に
立
っ
た
食
生
活

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
、
モ
婦
は
、
一
家
族
の
健
康
を
守

る
た
め
、
毎
日
の
食
事
に
、
添
加
物
の

入
っ
た
加
工
食
品
な
ど
を
さ
け
、
子
守
つ

く
り
の
食
事
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
健
康
と
、
子
供
の
将
来
は
、

私
た
ち
主
婦
の

H
々
の
心
が
け
一
つ
に

あ
る
と
一
ゴ
同
え
ま
し
ょ
う
。

- 7 
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じ

農
業
委.<:
員
決
ま
る

任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委
員
選
挙
が

九
月
十
四
日
に
行
わ
れ
、
新
し
い
農
業

委
員
十
九
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
公
選
に
よ
る
委
員
十
九

人
の
ほ
か
、
議
会
な
ど
の
推
薦
に
よ
る

委
員
三
人
を
加
え
た
二
十
二
人
が
新
し

い
委
員
と
な
り
ま
す
。

な
わ
、
委
員
会
会
長
に
玉
木
宗
三
郎

氏
、
副
会
長
に
辰
野
富
朗
氏
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
任
期
は
、
昭
和
六
十
二
年
九
月
二
卜

一
日
ま
で
の
三
年
間
で
す
。
新
し
い
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員

第
藤二玉尾山一
日宮木山本選
貝 李
推崇宗昇重区
三春
良E

最低賃金
届
出
順
・
敬
称
略

(
高
山
)

(
徳
森
)

(
若
宮
)

(
田
口
)

(
五
郎
)

10月1日より

3，103円1日

第
二
選
挙
区

幸

野

盈

芳

木

戸

薫

則

菊

池

宗

利

第
三
選
挙
区

片

岡

勝

弘

矢

野

仁

志

辰

野

富

朗

幻

下

券

利

第
四
選
挙
区

村

本

喜

計

亀

本

秀

寿

谷

野

武

志

池

田

俊

策

第
五
選
挙
区

土

出

喜

重

鎌

田

重

政

梶

同

定

朋

選
任
委
員

一
一
宮
義
邦

山
崎
重
口
虞

袖

同

光

徳

(
松
尾
)

(
長
谷
)

(
平
野
町
平
地

(
菅
田
町
宇
津
)

(
菅
田
町
菅
田
)

(
蔵
川
)

(
成
能
)

(
新
谷
)

(
出
処
)

(
藤
縄
)

(
喜
多
山

会車右
喜山戒
問J~~

(
議
会
・
菅
間
)

(
農
協
・
柳
沢
)

(
共
済
・
新
谷
)

愛
媛
県
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
十
月
-
日
以
降
に

従
業
員
に
支
払
う
賃
金
は
、
一
日
二
干

百
三
円
で
一
時
間
ゐ
二
百
八
十
八
円
)
以

上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
い
お
問
い
合
せ
は
、
愛
媛
県
労

動
基
準
局
賃
金
課
ヘ
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高
額
覆
養
費
の

支
給
要
件
が
蛮
わ
り
ま
し
た

健
康
保
険
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
十
月
一
日
か
ら
高
額
療
養

費
の
支
給
要
件
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
家
計
に
与
え
る
影
響
を
で
き
る
だ

け
お
さ
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

①
中
山
川
者
負
担
は
最
高
五
万
一
千
円
で
、

こ
れ
を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

(
た
だ
し
、
住
民
税
非
課
税
者
は
二
万

円
)
②
同
一
の
世
帯
で
同
一
の
月
に
一
二
万
円

(
住
民
税
非
課
税
者
は
-
一
万
一
千
円
)

以
上
の
負
担
が
複
数
生
じ
た
場
合
は
、

こ
れ
ら
を
合
算
し
、
五
万
一
千
円
(
住

民
税
非
課
税
者
は
三
万
円
)
を
超
え
る

部
分
を
支
給
し
ま
す
。

③
同
一
の
世
帯
で
前
十
一
一
ヶ
月
間
に
四

凶
以
上
、
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た

場
合
に
は
四
回
甘
か
ら
は
自
己
負
担
額

が
三
万
円
(
住
民
税
非
課
税
者
は
ム
一
万

一
千
円
)
に
な
り
ま
し
た
。

④
血
友
病
及
び
人
工
賢
臓
等
慢
性
賢
不

全
で
厚
生
大
臣
の
指
定
し
た
長
期
高
額

疾
病
に
つ
い
て
は
、
向
己
負
担
額
は
-

ヶ
月
一
万
円
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

な
む
、
④
の
厚
生
大
臣
の
指
定
す
る

疾
病
に
つ
い
て
は
、
高
額
療
養
費
の
支

給
申
請
を
す
る
前
に
市
町
村
長
の
承
認

が
必
要
で
す
か
ら
、
こ
の
病
気
で
治
療

を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
は
至
急
に
承
認

甲
請
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
用
紙
は
市
役
所
保
険
衛
生
課
に

あ
り
ま
す
。

そ
の
他
く
わ
し
く
は
市
役
所
保
険
衛

生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
6
1
・
2
6
2

違
法
な
コ
l
ド
レ
ス

電
話
は
使
わ
な
い

無
線
機
を
電
話
器
に
接
続
し
て
、
車

や
携
帯
用
無
線
機
か
ら
、
ど
こ
へ
で
も

電
話
が
で
き
る
「
移
動
電
話
」
「
自
動
車

電
話
¥
コ
!
ド
レ
ス
テ
レ
フ
ォ
ン
」
な

ど
と
称
す
る
も
の
が
、
一
部
の
業
者
に

よ
っ
て
宣
伝
、
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
こ
の
種
の
違
法
電
波
に
よ
っ

て
警
察
用
無
線
、
防
災
行
政
無
線
、
海

上
保
安
用
無
線
な
ど
重
要
通
信
に
混
信

妨
害
が
多
発
し
て
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す。
違
法
会
無
線
機
を
持
っ
て
い
た
り
、

使
っ
た
り
す
る
と
-
年
以
下
の
懲
役
又

は
-
一
ト
l

万
円
以
ド
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。こ
の
よ
う
な
無
線
に
よ
っ
て
お
困
り

の
方
は
、
四
国
電
波
監
理
局
監
視
部
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

宮

0
8
9
9
⑮
5
0
4
1

南
予
地
区

愛
媛
県
産
品
ま
つ
り

県
産
品
を
み
な
さ
ん
に
使
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
県
産
品
の
展
示
・
即

売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
日
月
3
日

日

時

i
m
時
半

日
月
4
日

目

時

i
m時
半

場
所
八
幡
浜
新
町
・
銀
座
商
庖
街

名
称
が
変
り
ま
し
た

「
松
山
財
務
事
務
所
」
に

大
蔵
省
四
国
財
務
局
松
山
財
務
部
が
、

同
松
山
財
務
事
務
所
と
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
四
国
財
務
局
へ
移
る

事
務
も
あ
り
ま
す
が
、
固
有
財
産
の

売
払
い
・
貸
付
け
・
金
融
機
関
の
監

督
・
資
金
運
用
部
資
金
の
融
資
な
ど
は

引
き
続
き
松
山
財
務
事
務
所
で
行
い
ま

す。-
名
称

8 

大
蔵
省
四
国
財
務
局
松
山
財

務
事
務
所

2
住
所
松
山
市
堀
之
内

3
電
話

0
8
9
9
⑪
7
1
8
5

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
で
は
、
「
若
人
の
職
場
L

「
明
る

い
希
望
L

の
自
衛
隊
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

陸
上
・
海
上
・
航
空
の
各
自
衛
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

入
隊
を
希
望
す
る
人
は
、
大
洲
市
役

所
内
自
衛
隊
大
洲
募
集
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
宮
⑪
4
1
2
3

0
応
募
資
格
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳

未
満
の
男
子
、
女
子
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同
計
が
い
か
看
護
法

体
の
自
由
の
き
く
ほ
う
か
ら
脱
が
せ

て
、
マ
ヒ
や
痛
み
の
あ
る
側
か
ら
着
せ

る
の
が
原
則
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、

い
ま
着
て
い
る
も
の
を
す
っ
か
り
脱
が

せ
て
か
ら
、
新
し
い
寝
問
者
を
者
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

V
脱
が
せ
る

寝
間
着
の
ひ
も
を
解
き
、
仰
向
け
の

ま
ま
自
由
が
き
く
側
を
先
に
脱
が
せ
ま

す。①
手
を
病
人
の
肩
か
ら
入
れ
、
ひ
じ
の

4

F

J

v

h

一
件
?
川
村
井
口
、
吋
江
川
ム
ト
で

。
一
二
期
司
酌
品
問
雲
間
m
f、
4

均
一
長

wwUズ
一
即

時
い
ま
も
そ
れ
は

部
同
和
問
題
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

部
る
な
か
で
、
「
差
別
は
悪
い
こ
と
だ
。
」

ら
な
い
よ
う
に
特
に
注
意
を
し
て
敷
き
間
「
差
別
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
と
い

こ

む

。

出

う

考

え

は

広

が

っ

て

き

ま

し

た

。

し

か

③
脱
が
し
た
ほ
う
が
下
に
な
る
よ
う
に
ぬ
し
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
振
り
返
っ

横
向
き
に
し
で
、
マ
ヒ
(
痛
み
)
の
あ
向
た
時
、
ま
だ
ま
だ
差
別
の
意
識
は
残
つ

る

側

を

脱

が

せ

る

。

討

て

い

ま

す

。
却
す
べ
て
の
人
び
と
は
、
健
康
で
明
る

V
着

せ

る

市

却
い
白
由
で
平
等
な
生
活
を
求
め
て
い
ま

マ
ヒ
(
痛
み
)
の
あ
る
ほ
う
を
上
に
却
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
こ
の
差
別
の

し
て
着
せ
て
い
き
ま
す
。
叩
意
識
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な

①
寝
間
着
の
袖
口
か
ら
病
人
の
予
を
持
取
い
場
合
が
多
い
の
で
す
。
こ
う
し
た
秘

っ
て
片
側
の
袖
を
通
し
、
北
円
、
わ
き
を
問
め
ら
れ
た
意
識
は
、
日
常
の
社
会
生
活

合
わ
せ
、
し
わ
を
の
ば
し
残
り
を
体
の
ぬ
の
中
で
、
と
り
わ
け
結
婚
話
や
就
職
の

下

に

敷

き

こ

む

。

間

話

の

時

に

、

頭

を

も

た

げ

、

と

き

と

し

②
仰
向
け
に
し
で
問
で
人
命
ま
で
奪
う
恐
ろ
し
い
力
と
変
つ

体
の
下
の
寝
間
着
問
て
い
き
ま
す
。

を
引
き
出
す
。
向
こ
う
し
た
こ
と
は
、
「
差
別
は
い
け
な

③
袖
口
か
ら
子
を
い
こ
と
だ
。
」
と
口
で
言
い
な
が
ら
、
そ

入
れ
て
、
病
人
の
の
差
別
を
な
く
す
た
め
に
ど
う
し
た
ら

自
由
の
き
く
側
の
よ
い
か
を
考
え
な
い
態
度
で
あ
り
、
「
た

子
を
も
っ
て
袖
を
で
ま
え
し
と
「
ほ
ん
ね
し
の
隔
た
り
を

通

す

。

ま

ざ

ま

ざ

と

表

し

て

い

る

こ

と

に

な

り

④
前
身
ご
ろ
を
軽
ま
す
。

く
合
わ
せ
、
両
脇

の
縫
い
目
を
し
っ

か
り
引
き
、
背
の

し
わ
を
伸
ば
し
て

か
ら
ひ
も
を
結
ぶ
。

⑦ 

方
に
す
べ
ら
せ
て
袖
を
脱
が
せ
る
。

②
脱
が
せ
た
寝
間
着
を
内
側
に
丸
め
て

体
の
下
に
敷
き
こ
む
。
痛
み
の
あ
る
と

き
は
、
体
の
重
み
が
痛
い
ほ
う
に
か
か

[:襲間着φ着替え②l
ら
一
る
一
宵

万
一
せ
一
収

側
一
着
一
科

く
い
μ
あ

き
一
る
一
、
の

の
一
せ
一
沈

由
一
が
一
一
口

自

-E
一マ

「
IH---

パジャマ・ゆかだ

寝間着は病人の症状

によって選ぶ

女1更さきやオムYをi更う場合!志、」二下の分力 i 
れ芝寝間着ガ便利。』雲間りガ渇れたとき

も¥下だけを取り替えることガできます。

女マヒガあり、関節ガ硬直していてゆか i 
だ式の寝間着では前ガはだけやすい場合

などは、ゆつだりし豆パジャマ型を。し

サイズのパジャマ¢沼下をほといてマチ

を入れ砲幅幸広げたり、ズボンは脇縫い

をほといて娼までフコフスナ をつけると ; 

着やすく芯ります。ファスナ !去、でき

るだけ柔かいプラスチッフ裂を使います。

良い寝間着とは、次のようなも7)です。

l病人にとって…|
炉蓄やすく飢ざわりガよい

惨飢に当たる部分(特に雪中〉[こ縫自

宅つボタンのついていないもの

H王み1こ合つだ色柄のもの(なるべく
明るい感じで〉

|看護人にとっても|

惨砲口や祖幅ガたっぷりしており、着 i 
せ替えガ便利

惨iJ~)出やオムツの世話ガしやすい

惨洗濯ガきく

広報おおず

同
和
問
題
は

誤
っ
た
考
え
や
認
識
は

差
別
を
生
む

む
よ
そ
世
の
中
の
で
き
ご
と
で
、
原

)
 

咽

E
E(
 

因
も
な
く
起
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

部
落
差
別
は
ど
う
し
て
生
ま
れ
、
残
さ

れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と

を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
同
和
問
題
の
本

質
を
科
学
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
、
幕
府
は
身
分
制
度
の
社

会
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
合
の

よ
い
社
会
秩
序
を
守
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
生
ま
れ
に
よ
っ
て
身
分

が
決
ま
り
、
仕
事
や
居
住
地
が
制
限
さ

れ
、
身
分
に
応
じ
て
暮
し
方
ま
で
取
り

締
ま
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
制
限
の
厳
し
い
差
別
の
中
で
、

百
姓
・
町
人
が
上
の
人
に
対
し
て
抵
抗

す
る
こ
と
を
抑
圧
す
る
た
め
の
政
策
と

し
て
、
も
っ
と
下
の
身
分
を
つ
く
り
、

人
間
ど
お
し
が
憎
み
合
う
よ
う
に
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
が
同
和
問
題
の
起
り

で
す
。そ
し
て
、
差
別
は
理
間
に
合
わ
な
い
、

全
く
事
実
で
な
い
誤
っ
た
い
ろ
い
ろ
な

偏
見
と
結
び
付
い
て
、
社
会
の
中
に
ま

こ
と
し
や
か
に
伝
え
ら
れ
、
次
第
に
根

を
は
っ
て
い
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
今
こ
そ
同
和
問
題
に
つ

い
て
筋
道
を
追
っ
て
…
一
F

「
び
と
り
、
日
常

の
く
ら
し
の
中
で
、
悪
循
環
を
立
ち
切

る
努
力
を
積
み
重
ね
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
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広報おおず

市
民
の
ふ
れ
あ
い
広
場

大
洲
日
曜
市
ス
タ
ー
ト

第
一
回
の
「
大
洲
日
曜
市
」
が
九
月

十
六
日
、
旧
北
中
グ
ラ
ン
ド
で
聞
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
曜
市
は
、
大
洲
市
制
三
十
周

年
を
契
機
に
産
業
の
活
性
化
と
市
民
の

』

F

買
物
客
で
に
ぎ
あ
う
日
曜
市

係の 1 ト間北 て聾輯轟轟轟轟韓髄襲撃ヂー語講需韓講話題 ，麟潟 あ川、l青ふ
E ま方ト四は中日い顛購離職鶴盤し襲 U，W、 iヤ第た肱年れ
⑫では四時十グ曜ま…一 抽出血盟主F 醐 i'!I11.Jf時間濯且咽 一り }I[ 音~あ

4 お大時、 A ラ市しに作愛だ機で わ開盛所田ン回ま日会い
1 問洲で四月ンはた富りすも里子、これ幕況会市グ目し躍がの
1 い商す月かド、。ん食るの菜農のま式を頭長七のた市中場
I合工。か豆で毎 で品会、部業日しと祝な、!こ。組心に
わ会まら二開月 おなの連の後のたテつど谷 Jレの 合にと
せ議た十月催第 りどビ合新継出。!てを本」日 をな大
く所、月まさ三 、パ y 婦鮮者庖 プ花迎大とは 設りが十l
だ日出までれ日 人ラク人な、は カ火えがH銘「 立推商
さ曜屈ではま曜 気エリ会里子 l有匹.J :;を、商打オ し進工
い市ごは十す日 をテ市、菜久十 ト合今工ち i 運し会
。推希九時。に 集イや色Jや米六 が阿後会、フ。
進望時 1時旧 め l子をく右 J占 行にの議近ニ に大所

(_ 
ιz 

二年末資金取扱い中二

年末商戦に備えて商品の仕

入れに、ボーナスや諸経費の

支払い資金に利用しでくださ

い。設備資金も利用できます。

o融資額 2，100万円以内

0融資期間運転資金 5年以

内

設備資金 7年以

内

0利率年 7.9%

くわしくは、商工会議所か

次のところへお問しミ合わせく

ださい。

松山市三番町 6-7-3

国民金融公庫松山支庖

fi 0899⑪ 6148 

国民金融公庫松山支庖

奥

さ

ん

訪

NO.41 

壁

史
mw
あ
る
時

纏
森
台
越
恵
里
子
さ
ん

(
U歳
)

問

V
青
森
県
上
北
郡
六
戸
町
で
生
れ
育
ち

ま
し
た
。
八
甲
田
山
の
ふ
も

ρ
の
町
で

す。V
主
人
(
昭
夫
さ
ん
)
と
は
、
昭
和
五

十
四
年
に
岩
手
県
で
聞
か
れ
た
講
習
会

で
知
り
合
い
、
昭
和
五
十
八
年
五
月
に

大
洲
市
で
結
婚
式
を
挙
げ
ま
し
た
。

V
主
人
と
私
は
、
東
京
で
の
学
生
時
代
、

近
く
に
住
ん
で
い
た
の
に
知
り
合
う
こ

と
も
な
く
、
岩
手
県
で
知
り
合
う
な
ん

て
不
思
議
で
す
。
交
際
は
、
お
互
い

故
郷
に
帰
っ
て
か
ら
で
す
の
で
、
結
婚

す
る
ま
で
に
合
計
し
た
ら
っ
一
十
九
時
間

し
か
会
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
o

v初
め
て
大
洲
に
来
た
時
、
古
都
と
い

う
か
、
古
い
歴
史
の
あ
る
町
だ
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
に
、
冬
は
暖
房
の
使
い

方
が
違
う
せ
い
か
寒
く
感
じ
ま
し
た
o

v大
洲
の
人
の
気
質
は
、

h

ね
っ
と
り
し

て
い
て
温
か
い
で
す
ね
。

V
祭
り
な
ど
は
、
大
規
模
で
は
な
い
よ

う
で
す
が
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
ま
す
o

v
子
供
(
郁
夫
ち
ゃ
ん
)
は
、
生
ま
れ

て
三
か
月
で
す
が
、
け
ん
か
を
し
て
も

負
け
な
い
た
く
ま
し
い
自
然
児
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

V
主
人
に
注
文
は
な
く
、
す
べ
て
に
満

足
し
て
い
ま
す
り

新
刊
図
書
案
内

愛
媛
県
史
原
始
古
代
文
学
(
資

料
篇
)
民
俗
上
・
下
地
誌

I
-
E

学
問
宗
教
近
代

I
社
会
経
済

文
学
古
代
史
世
(
資
料
篇
)
古
代

E
中
世
愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編

わ
す
れ
か
け
の
町
愛
媛
新
聞
社

一一遍
1

念
仏
の
旅
人
i

越
智
通
敏
著

夜

昼

峠

に

立

ち

て

篠

崎

勝

著

君
よ
朝
の
こ
な
い
夜
は
な
い
扇
谷
正
造
著

昭

和

維

新

試

論

橋

川

文

三

著

村

長

あ

り

き

及

川

和

男

著

城

郭

と

城

下

町

四

国

小

学

館

東
南
ア
ジ
ア
世
界
の
構
図
矢
野
暢
著

柔
ら
か
い
個
人
主
義
の
誕
生
山
崎
正
和
著

絵
に
な
る
都
市
守
つ
く
り
尾
島
俊
雄
著

家

原

病

斎

藤

茂

太

著

現
代
ご
み
問
題
(
行
政
・
文
化
・
技

術

・

事

典

編

)

中

央

法

規

反
テ
レ
ど
の
す
す
め
日
・
レ
ッ
タ
l
著

花
の
ス
イ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
庄
野
英
二
著

意
地
の
悪
い
本
鬼
瓦
宇
太
郎
著

三
十
七
歌
仙
の
流
転
馬
場
あ
き
子
著

て

ん

の

じ

村

難

馬

利

三

著

菊

慈

童

円

地

文

子

著

日

輪

の

翼

中

上

健

次

著

懐

か

し

き

友

へ

井

上

淳

著

飛
鳥
、
清
子
の
母
と
し
て井
村
倫
子
著

図

書

館

10ー



側メヲ
ズ町、f乎

老人クラブ大会
第21回大洲市老人ク
ラブ大会が、 9月四日

に市民会館で会員 1，0
00人が参加して聞かれ
ました。

写真は、近田市長が

米寿者に記念品を子渡
しているところです。

広報おおず

とウミの感謝祭

9 月 22 日、夏の大~1'1、!の主役として活躍した
15羽のごウミの労をねぎ、らう感謝祭が行われ
ました。

120日間にわたり 1万9，000人あまりの人を
楽しませたとウミに好物の小アジがプレゼン

トされました。

雨の中、健脚競う
市民マラソン大会
9月 9日、市部30周年記念市民マラソン大会が
聞かれ約 900人が健脚を競いました。
この日はあいにくの雨でしたが、 2、 3、 5キ
ロの各コース別に、ファミリーの部など10ブロッ
クに分かれて元気よく力走していました。

長生きをして"
市長、長寿者を慰問
敬老の日を前にした 9月11日、近田市長が
市内の最高齢者で 101歳の菊地満保さん(阿
蔵)と 100歳の石本梅吉さん(松尾)の家を
ザ訪問し、長寿を祝いました。

大
洲
市
奨
学
生
募
集

次
の
要
項
で
奨
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

O
首
奪
主
人
員

高
校
・
高
専
日
人

大

学

5

人

O
貸
与
月
額

高
校

8
、0
0
0
円

大
学

1
5
、0
0
0
円

。
貸
与
期
間

昭
和
的
年
4
月
か
ら
進
学
す
る
学
校

の
正
規
の
修
業
期
間

O
出
願
資
格

山
日
本
国
民
で
、
保
護
者
が
大
洲
市

に
居
住
す
る
人

山
昭
和
前
年
4
月
に
進
学
す
る
人

間
人
物
、
学
業
に
す
ぐ
れ
、
学
資
金

の
負
担
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

凶
日
本
育
英
会
な
ど
の
予
約
奨
学
生

で
な
い
人

詳
し
い
わ
問
い
合
わ
せ
は
大
洲
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
8
3

9月末までの Z 
大洲市内の交通事故了の

9月末昨同期年 トた
現在 べめ

件数 1 2 5 1 0 3 lレ

負{集者 1 5 5 1 4 5 
ト
を

死者 2 4 
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広報おおず

乳
幼
児54ト0::;-

健実
施

日

誌

当

者

日
月
6
日
(
火
)
昭
和
田
年
6
月
生

日
月
8
日
(
木
)
昭
和
問
年
4
月
生

日
月
日
日
(
火
)
昭
和
田
年
3
月
生

日
月
初
日
(
火
)
昭
和
国
年
ロ
月
生

日
月
幻
日
(
火
)
昭
和
田
年
日
月
生

※
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
却
分

i
u時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
手
帳
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
の
集
団
検
診

日
月
l
日
(
木

日
月
2
日
(
金

柳
沢
連
絡
所

蔵
川
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー

君。3
?
?
5

日
月
日
日
(
火
)
市
民
会
館

日
月
比
日
(
ぷ
)
上
漬
戒
連
絡
所

日
月
日
日
(
木
)
八
多
喜
連
絡
所

日
月
四
日
(
金
)
一
二
善
連
絡
所

日
月
口
日
(
土
)
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

8
時
1
日
時
却
八
刀

料

金

九

百

円

成
人
病

!
;
の
集
団
検
診

土

ロ

+

亥

'
車
中
+
干

員、受 1111
血料 付月月
検金時 3029 
査は 間日日
も無 ~~ 
行料 13 9金木
しミても日寺 E寺~~

ます¥ 30 南
す o 14分久
。立T昔日寺 1 対モ
人 11 連
の 日寺系各
人 所

lま

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

日
月
担
日
(
水

口
月
出
日
(
水

成
人
歯
科
相
談

乳
幼
児
歯
科
相
談

日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。
密
(
ω
3
1
6
5

日
月
3
日

日
月
4
日

日
月
日
日

日
月
四
日

日
月
お
日

日
月
出
日

大
洲
中
央
病
院

雷
⑫
4
5
5
1

毎
週
火
曜
日

毎
週
金
曜
日

ま
た
、
欠
員
で
し
た
整
形
外
科
で
は
、

大
洲
市
出
身
の
小
川
哲
哉
医
師
が
、
八

月
よ
り
診
療
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
立
大
洲
病
院
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
宮
⑫
2
1
5
1

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

金

一

封

野

佐

来

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
八
多
喜
寿
会
と
八
多
喜
地

区
社
協
へ
)
八
多
喜
町
後
藤
義
夫

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

田

処

松

永

タ

ミ

エ

金
一
封
(
若
宮
公
民
館
と
と
み
す
寮

へ

)

若

宮

大

野

武

彦

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

山

崎

誠

一

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

横
手

相談事と案内
いず、れも無料ですので、お気

軽にご利用ください。

惨交通事故相談

と き 11月 8日 10時 -15日寺

11月20日ク

ところ 市役所第三会議室

砂人権相談

と き 11月20日 13日寺-16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨心配ごと相談

とき 11月 1日

11月12日

11月26日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

とき 11月15日 10時-15時

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で相談しで

ください o ft⑫ 3794 (玉木)

惨社会保険相談

と き 11月20日 9時 -16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

と き 11月22日(第4木曜日)

13時一16時

ところ 大洲市保健センタ一

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大掛1ft

⑪6100) 、大洲福祉会

館(新谷E⑫0947)

住民福祉に関し、生活

上の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

13時 -16時

市
立
大
洲
病
院
よ
り

今
ま
で
週
に
一
一
回
(
木
)
し
か
な
か
っ

た
皮
膚
科
の
診
療
が
、
十
一
月
か
ら
週

二
回
(
火
・
金
)
に
な
り
ま
し
た
。
診

療
に
は
、
愛
媛
大
学
医
学
部
の
嘱
託
医

師
が
あ
た
り
ま
す
。

皮
膚
科
診
樺

ceミ?
L 、』
日内

正
司

休日の漏水修理 (8Z~17dちすぎべ 量費庭

o " で干水を走 で濯洗
月日 当番業者 まま は、 で翼す 洗

約水を す に
11月3日蔵田水道/rl5124-5968 半し。使濯

11月4日滝田水道届 25-0901
分たぱ る用の
のめな *す

11月11日 土居鉄工所 24-4519 
7J，-てし のる工
σ3σ3σ3 中水夫

11月18日 中野管工事工業 24-3792 量 Tこノノ す
での

です 一量

11月23日 南予水道住設 24-4577 すめぎ 番は
みすす に σコ

、

11月25日 浜田ポンプJ吉 24-3086 ま上iニ 消家__./

-12 

~ 

圃

十
月
、
十
一
月
は
秋
ま
つ
り
の
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
大
洲
市
で
も
十
一
月
三
日
、

四
日
を
中
心
に
高
工
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
す
。
「
大
洲
の
ま
つ
り
は
静
か
で
盛
り
上
が

り
が
な
い
」
と
、
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
で
、
大
洲
の
秋

ま
つ
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
よ
う
に

ー

ー

。

(
M
)
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